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＜連絡事項＞
・ベッドマットレス消毒実施予定です。北病棟は7/15（水）～7/17（金）、7/20（月）の４
日間です。9：00までに認知症センター前にカバー交換したマットレスを出して下さい。外したカバーは伝票を貼付し、洗濯場へ出して下さい。新しいカバーは前日に本部側リネン庫に準備されます。
・7/16（木）皮膚科が休診となります。来週の皮膚科診察時には２週間分の処方を頂いて
下さい。
・安全運転意識の向上に努める為の「安全運転のポイント」、6/30（火）より施行された道
交法の妨害運転（あおり運転）についてＷＩＺ掲示板に掲載されています。各自確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　知子様～姉様より退院日時についての連絡あり、7/4（土）14：00来院されるとの事です。
・柿木　真吾様～兄様にあかしや寮入所に関する意向確認行うも、全体的に見て印象が今一つであり、良いのかどうか判断しにくいと話されています。十和田の新設のＧＨ見学を促すと了承されています。明日7／3（金）14：00～ＧＨ「わくわくの郷」を見学予定とし、同日13：00～16：00で外出申請しています。
・中野渡　鉄男様～スタッフ付き添いにてトマト衣料館へ外出されています。Ｔシャツ１枚、長袖シャツ４枚、タオルハンカチ５枚、マスク（５枚入）１袋購入し帰院されています。交通ルールや衣類の選び方等、都度介入要する場面があったとの事。不明金はなし。
・坂本　のり子様～成年後見人：西澤氏来院、小遣い15000円の差し入れあります。
・竹谷　龍道様～母様より、菓子類、ジュース、洗濯洗剤、味のり、スマートフォンの差し入れありますが、医事へ置いて帰られた為、私有物の持ち込みに関する誓約書へのサインをもらえずにいます。7/7（火）に本人様の眼鏡を当院へ届ける予定との事で、その際医事へ声をかけて頂く様、母様へ電話連絡しています。
・佐々木　淳様～手帳作成、意見書作成の為、工藤整形外科クリニックへスタッフ（計画相談：中野渡氏、移行支援担当：田沢氏、西山Ｎｓ）付き添いにて外出しています。結果、統合失調症の薬剤性パーキンソン症候群では、手帳ならびに意見書の作成は困難であるとの事。工藤Ｄｒから、はまなす療育センターの盛嶋Ｄｒに確認後、中野渡氏に連絡が入る予定。本日は相談のみで治療費の発生はないとの事です。（受診料23000円、診察券、心身障害者医療費受給者証、保険証はスチール棚引き出しで保管中）
＜皮膚科診察＞
・千葉　光広様～鼻部に毛色性膿疱あり、ナジフロクリーム塗布の指示あり。１本処方となる。他、同処置継続。テルビナフィン塩酸塩外用液１本処方。
・高橋　義明様～頚部処置で使用するガーゼはなるべく小さめの物を使用する様指示あり。
・齊藤　光枝様～ゲンタマイシン軟膏１本処方となる。
・原　吉郎様～デルモゾールＤＰ軟膏１本処方となる。
・坂本　のり子様～自分で爪を切り、爪囲に表皮剥離、出血あり。ゲンタマイシン軟膏塗　　
　　　　　　　　　布の指示あり。（すでに処方済み）他、同処置継続。
＜要注目患者様＞
・坂本　福子様～朝食後、「胃の辺りがムカつく様な、ガスが溜まっているんです。」と訴え聞かれていますが、切迫感はなし。排便もあるとの事。プログラムの身辺整理は行えているが、いつもの様に他者の場所まで掃除は出来なかったと話しています。昼食食べれないかもしれないと話していましたが、全量摂取。午後は作業療法へ参加出来ています。引き続き排便状況の確認をしていきましょう。
・山下　幸子様～「退院の事で人と比べて、自分が順調に進んでいない気がして苛々してしまって」と表情冴えず、頓服希望あり。継続指示（不穏・興奮時）のリスペリドン（２）1Ｐ服用しています。表情の冴えなさは続いていますが、日課やプログラムは問題なく取り組む事出来ています。
・滝田　英人様～昨日外出予定としていましたが、妄想に左右された発言や行動が顕著であり、延期しています。その事について本人は自覚が無く、「俺はそんな事言っていない。」「何を言っているんだ。」と声高に話されています。外出し衣類を購入したいという希望は変わらず聞かれている為、本人の状態を見ながら日程調整していく事としています。
・竹谷　龍道様～日課やプログラムは声掛けで問題なく行えていますが、それ以外は自室のカーテンを閉め切り過ごされています。「人が多い所が苦手で、殺されそうな気がしてくる。」と話しており、周囲に対し恐怖感がある様子。病院ではその様な事はない、恐怖心が続く時はスタッフへ話す様、説明しています。また、夜間もあまり眠れなかったとの事（継続指示は未使用）。精神症状と合わせ、睡眠状況も確認していきましょう。
＜馬渡Ｄｒ診察＞

・森　ヒデ様～手の震えはまだあるとの事。涎は大分軽減されてきていると話している。
本人様より緑内障もあるとの発言あり、事実かどうか確認できるまで処方
は変更しないとの事。娘様に本人が本当に緑内障であるか確認する様指示

あり。本人様曰く、娘様は緑内障である事は知らないとの事。受診先での

確認も必要になる可能性あり。同内容で７日分処方となる。
・佐々木　淳様～血検の結果を知りたいと要望あり、６月の結果は既に説明済みで問題ない事を説明する。施設入所に向けて歩く練習をしていく様に説明すると了解されている。臨時薬は同内容で７日分処方となる。
・戸賀沢　潔様～調子は良いとの事。「何か悪い事はしていませんか？」と問われると「悦っちゃんとくっついていたって言われたけど、話していただけです。」と話されている。盆外泊の要望あるが、まずルールを守る様に説明受けている。
・原　吉郎様～調子はいまひとつとの事。「きつい」と表現されている。栄養の補助食品に
ついては、「味は良いけど、始めたばかりでまだ分かりません。」と話され
ている。臨時薬は同内容で７日分処方となる。
＜安ケ平Ｄｒ診察＞

・上村　みわ様～「予定が変わりました。7月6日、7日注射。9日4：30～6：30まで背が伸びる。」「退院は7月16日14：00」と妄想に左右された話を一方的にしている。
・滝田　英人様～一方的に「考えがぐちゃぐちゃして、思った事が間違いである、心を鎮めることが大事である、反省すべき点は…、住む場所として…、父の仕事を辞めたのが間違い、ニューヨークでは麻薬が…性的なこと、子供が生まれる。」など、滅裂でまとまりない事を話し続け、話を切り上げる事が出来ずにいる。大きい声で雄弁に話すと不整脈になる為、大きい声ではなく、静かに話すか、紙に書く様説明を受けている。

・佐々木　悦子様～作業で書いたノートを見せている。字の判読困難。分かる字を書いている所と分からない所がある。宮城県の県庁所在地や仙台の有名人等を尋ねられ、「分からない。」と返答している。脚をぶつけた（打撲痕無し）と主治医へ見せているが、様子を見る様説明を受けている。
・坂本　のり子様～6/28（日）、自分で爪白癬を剝いでおり、出血している。深く切らない様にする事、化膿しない様注意する事、薬をはきちんと塗布する事等、主治医より説明受けている。「食後の薬を頂いているので、白内障がおきないでとてもいいと思います」と本人が話す事あり、見えにくくなったら直ぐ教える様伝えている。
・沼端　恵子様～何か書いてみる様伝えると、何も書く事がないと紙を戻している。診察

中も小声での独語あり。母様が面会に来たと思い違いをしている様子。
・中川原　義雄様～咳は出るが風邪ではないとの事。足腰に痛みあり。睡眠は良く摂れており、５時に起床している。リチウム、バルプロ酸ナトリウムの数値は良く、気分も安定している。外出は出来ればいきたいが上手く事が進んでいないと話している。
